平成２９年度　山科保健センター運営協議会　摘録

１　日　時　　平成３０年２月１５日（木）午後２時～３時４５分

２　場　所　　山科区総合庁舎２階　大会議室

３　出　席　　１３名（欠席　３名），事務局

４　内　容

（１）　議長の選任

　　　　議長に山科医師会の紀田委員を選任した。

（２）　議事

　ア　議題１　山科保健センター事業について
　　　　（説明　健康長寿推進課　　白澤課長）
　　　　（〃　　健康長寿推進課　　岡本担当課長）
　　　　（〃　　障害保健福祉課　　山内課長）
　　　　（〃　　子どもはぐくみ室　神田課長）
　　　　（〃　　医療衛生センター　藤原担当課長）
　イ  議題２　平成２９年度の地域における健康づくり事業について

　　　　（説明　健康長寿推進課　岡本担当課長）
　＜質問・意見　下記のとおり＞
Ｑ（紀田委員）
難病関係について。難病法で対象疾患が増えているということだが，私の感触では申請の敷居が高くなってきている。以前は医者であれば誰でも診断書を書けたが，3年ほど前から登録医でないと書けなくなった。去年申請した最新のものに関しては病名だけではなく重症度も書かなければならなくなった。そういった中では，助成を受けられる方は今回減るのではないか？
Ａ（障害保健福祉課　山内課長）
平成26年5月に法律ができ，間もなく3年間の経過措置が終わろうとしている。平成26年の時点で疾患数は増えたが，御指摘のとおり重症度を加味した審査基準となった。病名だけでは助成が受けられなくなったので，一部助成が受けられなくなった方はいる。3年の経過措置が過ぎた段階で一斉にその基準になる。したがって，今後助成対象者が減る可能性はあるが，対象となる疾患数は増えたので，そのプラスとマイナスがどうなるか，といったところ。　　
なお，重症度では基準未満となっても救済措置はある。実際にかかっている医療費で判断される。

Ｑ（紀田委員）
母子保健事業の課題について。養育能力に課題がある保護者について触れてあるが，虐待が連鎖するといったことか。
Ａ（子どもはぐくみ室　神田課長）
最も厳しいケースではそういったことも含まれるが，虐待とまではいかなくとも，自己犠牲の精神を持った養育者のモデルに触れてこなかったなど，そういった幅広い意味での養育能力不足の保護者の存在もここで言う「課題」に含まれる。
Ｑ（中川委員）
「意識が低い」母親も予防接種は大抵ちゃんと受けさせるので，地域のどことも繋がっていないが，小児科とだけは繋がっているというケースはある。「地域の連携」と言っても，結局は人々の善意，ボランティアに頼っている側面があるので，虐待が発見されることも多い「地域の小児科」にはしっかりとした相談の機能を持たせ，そのための予算を配分していただきたいが，いかがか。
Ａ（子どもはぐくみ室　神田課長）

母子保健法に基づき，全国に「子育て世代包括支援センター」を設置することとされ，平成29年4月から施行された。区役所の保健福祉センター子どもはぐくみ室もこの「子育て世代包括支援センター」として位置づけられている。診療機関との強いパイプ，地域の方々との連携により，虐待防止に努めていきたい。
Ｑ（村西委員）
　稀に免状が掛かっていない美容室がある。それは許されることなのか？
Ａ（医療衛生センター　藤原担当課長）
　“免状”は「許可証」ではなく「届出済証」。基本的には掲げていただくものではあるが，義務ではない。また，永年許可であり，数年ごとに許可の切り換えを行うというものでもないので，証自体を紛失したり破損したりして持っておられない場合もあり得る。
Ｑ（紀田委員）
フッ化物の塗布について。40%くらいしか実施していないようだが，有効性についてお聞きしたい。

Ａ（杉江委員）
1回塗布したから虫歯にならないというわけではなく，本当は結構頻繁に塗った方がよい。ただし，何度もフッ化物塗布をするのは費用もかかるので，フッ素入りの歯磨き剤を勧めることもある。フッ化物塗布という施策は，直接虫歯予防に繋がるということだけではなく，保護者の口腔保健に対する意識を高めるという意味でも有効なことだと思われる。
Ｑ（紀田委員）
受診勧奨のようなことも考えていただけたらよいと思うが。

Ａ（健康長寿推進課　岡本担当課長）
3歳3か月健診の際，その時点でまだフッ化物塗布を受けていない人には個別に利用勧奨をしているが，利用期限の4歳まではまだ期間があることからそのまま放置するケースもあるように見受けられる。フッ化物塗布をきっかけとして歯の磨き方などの指導を受けたり虫歯を早期発見できたりといったことにも繋がると思うので，是非利用していただきたいと考えている。
Ｑ（紀田委員）
特定検診の受診率がなかなか上がらない。来年度から第三期に入ることでもあるし，受診勧奨について何か新しい方法などを考えていただきたい。
Ａ（健康長寿推進課　岡本担当課長）
平成28年と平成23年を比較すると，全市的に少し伸びてきてはいる。既に医療機関で受診されている方もいるとは思うが，未受診者は是非受けていただきたい。

ウ　議題３　その他
       (「委員改選手続き等について」説明  健康長寿推進課　橋爪係長）

　　　
· 「保健センター運営協議会」のあり方等については，次年度に向けて現在全市的に検討中であり，現時点において未確定な部分がある。したがって，これから御説明申し上げる内容から若干変更が生じる可能性があることを御容赦願いたい。
· 当協議会の委員の任期は2年となっており，補欠の委員の任期は前任者の残任期間となる。前回の改選が行われたのが平成28年4月1日なので，現在委員となっていただいている皆様方の任期は平成30年3月31日までとなる。
· 今回の改選によって委員となっていただく方については，平成30年4月1日から平成32年3月31日までが任期となるが，任期途中で委員をお辞めになられた場合はその後任者が任期を引き継ぐことになる。
· ついては，推薦書を本日お渡しするので，皆様方の各所属団体等からの推薦という形で推薦書を御提出願いたい。
 ＜質問・意見　なし＞
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